
□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。
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一般財源の比率（％） 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　令和３年４月、大阪府後期高齢者医療広域連合から
保健事業と介護予防の一体的実施を受託するための
体制整備を完了。健康医療部と協働で事業推進を図
る。
　令和２年度は令和元年度からの事業内容を踏襲して
いるが、健康課題の分析結果を基に、ハイリスクアプ
ローチ、ポピュレーションアプローチとも事業内容の充
実を図る必要がある。
　関係室課及びハイリスクアプローチ等委託事業者と
のデータ連携のあり方に課題あり。

今後の実施計画
の方向性・内容

拡充

ICTを活用したポピュ
レーションアプローチ

事業概要

高齢者フレイル等予防推進

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

（１）ハイリスクアプローチ
・管理栄養士による個別相談（委託）実施者数　10人  　　決算額　303,652円
・健康状態不明者アウトリーチ訪問実施人数 　26人

（２）ポピュレーションアプローチ
・低栄養リストチェック及び低栄養予防健康教育実施回数　9回
・低栄養リストチェック実施者数　74人

（３）庁内連絡調整に関する会議開催
保健事業と介護予防の一体的実施準備会　　2回（内1回は書面開催）
保健事業と介護予防の一体的実施準備会実務担当者会議

（１）（２）（３）　直営実施分決算額　　21,988円

決算額　(千円) 326
※課題があるものは■

管理事業 保健推進事業 所管部局 福祉部

1
所管
室課

高齢福祉室 事業名 高齢者フレイル等予防推進事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 341 施策 健康づくりの推進
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